
保健グルーブ
重点事業実施結果
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戦略的保険者機能関係:保健グルーブ

9.生活習慣病予防健診実施率(40歳以上)

令和4年度
KP1目標

令和4年度
主な取組

生活習慣病予防健診実施率を55.6%以上とする

令和4年度
結果・課題

(全国比較)

・検診車忙よる集団健診実施時のDMによる受診勧奨を行う。
・新規事業所および任意継続被保険者への健診案内を行う。
・生活習慣病予防健診実施機関に未受診事業所への受診勧奨業務を委託し受診率向上を図る。
.節目年齢(35歳40歳50歳)の未受診者に対し、DM忙よる受診勧奨を行う。
・健診機関が少ない県南地域において実施可能な健診機関へ受託勧奨を行い、受託機関を増やすことで受診機会を増やす。

53.9%(全国40位全国平均56.4ツ0)
<健診受診者数>57β26人(対前年+1β55人)

令和5年度
KP1目標

・集団健診受診勧奨DM :年3回 44,537件送付、受診者数412人(192人増)
・新規適用への健診案内:事業所 346件任意継続 1,034件
.受診勧奨業務委託受託健診機関 10機関、インセンティブ対象機関 5機関(312人増)
・節目健診受診勧奨DM :3,フ76件送付
・県南地如戊の健診機関への受託勧奨を2機関実施し、契約に向け手続き中1機関

令和5年度
課題解決の
ための取組

生活習慣病予防健診実施率を58.1%以上とする

参考
過去実績
全国比較

・検診車による集団健診実施時のDM案内を確実に行う。
.生活習慣病予防健診実施機関に未受診事業所への受診勧奨業務を委託する。
・節目年齢の末受診者に健診機会の周知としてDMによる案内を行う。
.経年的未受診者に対し、ナッジ理論を利用したDMを送付し、健診受診への関心を持たせる。

議員の皆様に、
ご意見・ご協力頂きたい
、イント
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令和3年度支部:51.1%

令和2年度

令和元年度支部 :50.49,'0

平成30年度支部 482Ψ0

【推計値】

支部:49.5%

35歳以上の従業員の方にっいては、生活習慣病予防健診の受診案内にっいてご協力をお願いします。

全国39位・

最終
評価

全国39位・

全国39位・

全国:53.69'0

全国40位・

全国:51.09"0

全国:52.3の0

△

全国:50.9%



戦略的保険者機能関係:保健グルーブ

10.事業者健診データ取得率

令和4年度
KP1目標

令和4年度
主な取組

事業者健診データ取得率を18.フ%以上とする

令和4年度
結果・課題
(全国比較)

・事業所の健診実施月に合わせた提イ共依頼と未提出事業戸斤の再依頼を行う。
・徳島労働局及び徳島県と連携を行い通矢Π文害の作成。
・未提供事業所に対する提イ共勧奨を業務委託し、取得率向上を図る。
.データ分析を行い、優先勧奨事業所および業種等を把握し、効率的な勧奨を実施する。

10.9%(全国15位全国平均8.8ψ0)
<データ取得件数> 11,726件(対前年-1,729件)

令和5年度
KP1目標

令和5年度
課題解決の

ための取組

・健診結果バンチ委託数:5,199件未提出事業所の勧奨件数:約1,500事業所・20,000件
.徳島労働局及び徳島県と連携した通知文書を作成し、年次案内および随時案内に同封実施。
.外部委託による提イ共勧奨を実施。勧奨事業所数:238事業所提供事業所数:19事業所・189件
・データ提供数の少ない健康宣言事業所に対し、電話勧奨を行った。

事業者健診データ取得率を18.フ%以上とする

参考
過去実績
全国比較

・事業所の健診実施月に合わせた1是イ共依束頁と未提出事業所の再依頼を確実に実施する。
.徳島労働局及び徳島県と連携したi融U文書を作成し、データ提供勧奨を実施する。
.データ提供の覚書を交わしてぃる健診機関に対し、事業者健診結果データの早期提供にかかるインセンティブを付与し、
確実な取得を行う。

議員の皆様に、

ご意見こ'協力頂きたい
ボイント
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令和3年度

令和2年度

令和元年度支部: B.フ%

支部:12.3%全国12位・

平成30年度支部:14,1%

支部:15.8%

【推計イ向

生活習慣病ではなく事業者健診を受診としている場合は、データ提供にっいてご協力をお願いします。
可能であれぱ、生活習慣病予防健診への切り替えのご検討をお願いします。

最終
評価

全国 2位・

全国 3位・

全国:8.5%

全国 2位・

全国:8.0ツ0

全国:フ.6ψ0

△

全国:フ.1%



戦略的保険者機能関係:保健グルーブ

11.被扶養者の特定健診実施率

令和4年度
KP1目標

令和4年度
主な取組

被扶養者の特定健診実施率を36.フ%以上とする

令和4年度
結果・課題
(全国比較)

・市町村が行うがん検診との特定健診同時実施のDMを送付する。

・オプションを追加した無料集団健診を実施する。
・事業所内で従業員へ被扶養者への受診案内チラシ配布の協力依頼を行い広報機会の拡大を図る。

27.9%(全国27位
<健診受診者数>フ,044人

令和5年度
KP1目標

・12市町と連携し、対象者の居住地に実施するがん検診との同時実施DMを送付した。
約20,000件

・オプションとして骨密度を追加した自己負担無料集団健診を実施
年3回受診者数 1,8刀人(19人増)

・健康宣言事業所(571事業戸月に対し、生活習慣病予防健診とあわせて特定健診にかかるチラシを送付した。

令和5年度
課題解決の

ための取組

被扶養者の特定健診実施率を36.フ%以上とする

全国平均27.7qo)
(対前年-41人)

参考
過去実績
全国比較

・市町村が行うがん検診と特定健診の同時実施にかかるDMを被保険者住所へ送付する。
・オプションを追加した無料集団健診を実施する。(年2回)

・生活習慣病予防健診の集団健診実施時に被扶養者の特定健診も同時実施し、対象者にDMを送付する。

議員の皆様に、
ご意見・ご協力頂きたい

吠イント
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令和3年度

令和2年度

令和元年度支部:25.5%

支部:25.8%全国28位・

平成30年度支部:31.2%

支部:249ツ0

【推計値】

事業主様から、事業所内において従業員の被扶養者にっいても健診受診推進と保健指導対象となった場合に対応
いただけるよう呼びかけをお願いします。

最終
評価

全国14位・

全国24位・

全国:26.29,'0

全国 8位・

全国:21.39'0

全国:25.59'0

△

全国:24.49、0



戦略的保険者機能関係:保健グルーブ

12.被保険者の特定保健指導の実施率

令和4年度
KP1目標

令和4年度
主な取組

被保険者の特定保健指導の実施率を355%以上とする

令和4年度
結果・課題
(全国比較)

・WEB面談の活用により利便性の向上と実施率増加を図る。

・生活習慣病予防健診受託機関にっいて保健指導委託契約を勧奨し実施機関拡大を図る。
・外部委託保健指導専門機関の進捗管理を行い実施効果向上を図る。

令和5年度
KP1目標

28.9%(全国8位全国平均18.2ψ0)
<実績評価実施者数>3,フ75人(対前年-398人)

令和5年度
課題解決の

ための取組

・WEB面談による特定保健指導の実施:14事業所 248人 a1事業所減、48人減)
・契約勧奨健診機関数:1件(5年度中契約に向け交渉中)
・外部委託機関による保健指導実施件数:初回面談 64件実績評価 49件(継続指導中)

被保険者の特定保健指導の実施率を38.0%以上とする

参考
過去実績
全国比較

・保健指導専門機関へ指導を外部委託し実施数の増加を図る。
.訪問受け入れの難しい事業所に対し、WEB面談による特定保健指導を実施する。
・生活習慣病予防健診受託機関に対し、保健指導委託契約の勧奨を行い、実施機関を拡大する。

議員の皆様に、

ご意見C'協力頂きたい

、イント

△

17

令和3年度

令和2年度

令和元年度支部:29'7ψ0

支部:309ψ0

平成30年度支部:24.6%

【推計値】

支部:22.8%

特定保健指導の案内が届いた際には、日程調整や指導場所の確保など、ご協力いただけますようお願いします。

全国 7位・全国

最終

評価

全国14位・全国:15.5%

全国 6位・全国:18.0Ψ0

全国13位・全国:16.6%

18.29'0



戦略的保険者機能関係:保健グルーブ

13.被扶養者の特定保健指導の実施率

令和4年度
KP1目標

令和4年度
主な取組

被扶養者の特定保健指導の実施率を15.フ%以上とする

令和4年度
結果・課題

(全国比較)

・集団健診時に、特定保健指導を当日実施できる健診機関を拡大する。

・委託健診機関が集団健診時にスムーズに指導を実施できるよう支援を行う。
・健診機関と連携をとり、集団健診時に保健指導者を派遣する等柔軟に対応できる体制をっくる。

令和5年度
KP1目標

19.8%(全国17位全国平均15.5ψ0)
<実績評価実施者数>128人(対前年十39人)

令和5年度
課題解決の
ための取組

・集団健診受託健診機関に、特定保健指導の当日実施を打診した。
・集団健診時の委託健診機関への支援を1機関実施。
・健診機関と連携し、必要であれば保健指導者を派遣する体制を構築した。

被扶養者の特定保健指導の実施率を18.8%以上とする

参考
過去実績
全国比較

・集団健診実施健診機関に、当日特定保健指導の実施を委託する。
・集団健診実施時に、支部から保健師を派遣して特定保健指導を実施する。
・来所による特定保健指導を実施する。

議員の皆様に、

ご意見・ご協力頂きたい
吠イント

(健診機関が実施できなし場合)
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令和3年度

令和2年度

令和元年度支部

支部:13.9%

平成30年度支部 4.09'0

【推計値】

支部:15.4%

事業主様から、事業所内において従業員の被扶養者にっいても健診受診推進と保健指導対象となった場合に対応
いただけるよう呼びかけをお願いします。

全国24位・全国:12.8%

10.29,'0

最終
評価

全国15位・全国:13.1%

全国23位・全国:11.8ψ0

全国26位・全国:5、4%

◎



戦略的保険者機能関係:保健グルーブ

14.受診勧奨後3か月以内に医療機関を受診した者の割合

令和4年度
KP1目標

令和4年度
主な取組

受診勧奨後、3か月以内に医療機関を受診した者の割合を12.4%以上とする

令和4年度
結果・課題
(全国比較)

血圧・血糖高値者への電話勧奨外部委託を実施する。併せて、10月より、脂質(LDLコレステロール)の高値者へも勧奨を実施する。
生活習慣病予防健診受託健診機関に対し、自院健診後に文書および電話による受診勧奨を委託する。
CKD予備軍への受診勧奨を行う。・メタボリックシンド日ーム予備軍への情報提供を行う。
糖尿病治療中断者に対し、文害による受診勧奨を行う。

令和5年度
KP1目標

9.85%(全国24位

・電話勧奨外部委託委託件数;1,035件
・健診機関に対する二次勧奨域者への受診勧奨業務委託委託健診機関数
CKD予備軍への文書による受診勧奨勧奨件数:613件
・メタボリックシンドローム予備軍への盾報提供提供件数:フ,638件

令和5年度
課題解決の

ための取組

受診勧奨後、3か月以内に医療機関を受診した者の割合を13.1%以上とする

・血圧・血糖・脂質(LDLコレステロール)高値者への電話勧奨外部委託を実施する。
・生活習慣病予防健診受託健診機関に対し、自院健診後に文書および電話による受診勧奨を委託する。
・保健師による二次勧奨域者への文書または電話による受診勧奨を実施する。
・CKD予備軍への受診勧奨を実施する。
・メタボリックシンドローム予備軍への文書による盾ま尉是供を実施する。

参考
過去実績

全国比較

全国平均9.93Ψ0)

議員の皆様に、
ご意見・ご協力頂きたい
ポイント

9.59'、0
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令和3年度

令和2年度

令和元年度支部

支部

平成30年度支部

支部

8.49'0

健診結果力優治療・要精密検査であった従業員の方には早期に医療機関へ受診するよう勧奨をお願いします。

10.59"0

全国44位・全国:10.5%

一終

評価

9.69、0

全国16位・全国

フ.79"0

全国39位・全国:10.5%

9機関受診勧奨数:39件

全国47位・全国

△

10.19,'0



<健診>健診受診者数は、被保険者・被扶養者とも前年より若干増加し

たが、受診率は依然低い状況となっている。

<保健指導>令和3年度の初回面談実施数がコロナ影響により減少していた

影響と委託機関において新型コロナ感染症対策からの実施体制の回復ができな

かった等の要因があり、前年実施数を下回った結果となった。

<重症化予防>受診勧奨後受診率は、やや上昇したが全国平均を下回る結果と

亢全っj己。

保健グルーブ:事業総評と今後の事業課題

今後、健診は、「更なる保健事業の充実」施策である生活習慣病予防健診の

自己負担減額につぃて重点的な広報を行いつつ集団健診事業等の着実な実施、

指導は、委託機関の拡大とICTの効果的な活用の実施、重症化予防は、受診・

未受診者層の属性を踏まえた受診勧奨の実施について、データ分析に基づく効

率・効果的な事業実施を行い目標達成を目指す。
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企画総務グルーブ
重点事業実施結果
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戦略的保険者機能関係:企画総務グルーブ

15.ジエネリツク医薬品使用割合

令和4年度
KP1目標

令和4年度
主な取組

ジエネリツク医薬品使用割合※を年度末時点で775%以上とする
※医科・DPC・歯科・調剤

令和4年度
結果・課題
(全国比較)

・路線パス側面への広告掲出(年間)
・「とくしま病院ガイド」の裏表紙への広告掲載(10月・3月)
・徳島県国民健康保険団体連合会と共同で徳島新聞に広告を掲載(6月)
・県庁前デジタルサイネージへの広告掲出(7月~9月・12月中旬~3月中旬)
・〕R徳島駅構内デジタルサイネージへの広告掲出(2月上旬~3月上旬)

令和5年度
KP1目標

755%(全国47位全国平均81.8%令和5年2月診療分)

令和5年度
課題解決の
ための取組

・様々な広報媒体を活用することで加入者の目に触れる機会を増やし、ジエネリック医薬品使用促進により
医療費適正化を推進出来ることを繰り返し周知することができた。
・供給量不足の影響から、加入者や医療機関・薬局へのアプローチがほとんどできなかった。

ジエネリック医薬品使用割合※を年度末時点で80%以上とする

※医科・DPC・歯科・調剤

参考
過去実績
全国比較

・本部実施の軽減額通知対象者から年齢等で絞り込み、軽減額通知を再送付することでジエネリック医薬品
への切り替えを呼びかける。
・医療機関・薬局を訪問し、普及促進を呼びかける。

評議員の皆様に、
ご意見・ご協力頂きたい

吠イント

令和3年度(令和4年3月診療分)

令和2年度(令和3年3月診療分)

令和元年度(令和2年3月診療分)

平成30年度(平成31年3月診療分)徳島支部:66.0%全国47位・全国 :75.9,'0

ジエネリック医薬品軽減客頁通矢口が届きましたら、開封し内容をご確認いただきますよう、従業員様や関係機関
等に周知していただきますようお願いいたします。

最終
評価

徳島支部 :73.89"0

徳島支部:73.8ψ0 全国47位・全国 :80.49'0

徳島支部:70.3%全国47位・全国 :78.79'0

△

全国47位・全国:80.4ψ0
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戦略的保険者機能関係:企画総務グルーブ

16.地域の医療提供体制等への働きかけや医療保険制度に係る意見発信

令和4年度
KP1目標

令和4年度
主な取組

効率的・効果的な医療提供体制の構築に向けて、地域医療構想調整会議や医療審議会

等の場において、医療データ等を活用した効果的な意見発信を、全支部で実施する

民間医療機関が自院の今後を展望していく上で参考にしていただくよう、協会けんぽ徳島支部加入者の
二次医療圖別医療費データを作成し、令和5年3月16日の会議で意見発信を行った。

令和4年度
結果・課題

西部地域医療構想調整会議にて意見発信を実施

県内3地域(東・西・南)のうち、以下の西部の会議に保険者代表として支部長が参加

令和4年10月13日西部地域医療構想調整会議(WEB)
(書面)令和4年11月11日 U

(WEB)令和5年01月19日 Ⅱ

(WEB)令和5年03月16日 11

【主な発言内容】
西部医療圏の人口は、2045年には2015年対比で半減するという厳しい予想となっており、保険者としては
2025年の先を見据え、地域において必要とされる医療が地域で完結する医療提供体制を構築していただき
たい。

令和5年度
KP1目標

令和5年度
課題解決の
ための取組

参考過去実績

効率的・効果的な医療提供体制の構築に向けて、地域医療構想調整会議や医療審議会等の場において、
医療データ等を活用した効果的な意見発信を実施する

議員の皆様に、
ご意見元二'協力頂きたい
吠イント

巖終

評価

現行の医療計画及び医療費適正化計画に基づく目畔且みの進捗状況を把握しっつ、両計画の着実な実施
及び令和5年度に行われる都道府県における次期計画の策定に向けて、積極的に参画するとともに意見発
信を行う。

◎

平成30年度~令和3年度:意見発信を実施
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徳島支部としてどぅいったデータを各会議の中で発信していくべきか、ご意見をお聞かせください。



戦略的保険者機能関係:企画総務グルーブ

17.一般競争入札に占める一者応札の割合

令和4年度
KP1目標

令和4年度
主な取組

一般競争入札に占める一者応札案件の割合について、20%以下とする

令和4年度
結果・課題

(全国比較)

・過去の入札参加事跡を参考に、協会から業者へ積極的に応札に向けた声掛けを行った。
・他支部で同様な調達案件を行った際に入札参加した業者へ、入札案内を行うことで応札率を上げる取り
組みを行った。

・支音畴多転に関係する調達案件において一者応札が発生したため、不参加業者への聞き取りから原因を
究明し他案件の入札の参考にするとともに、支部移転を控えた他支部へ積極的な盾報提供を行った。

令和5年度
KP1目標

25%(一般競争入札12件中、一者応札3件)

令和5年度
課題解決の

ための取組

不慣れな支部移転に関する調達の際に、仕様書の内容力漕度な技術を要するものとなっており、参加業者
が1社のみとなったケースがあった。

一般競争入札に占める一者応札案件の割合について、20%以下とする

参考
過去実績
全国比較

全国の入札状況を注視しっつ、業者への声掛けや、十分な公告期間、参加しやすW士様等への見直しを
行い、複数業者の入札実現を図る。

議員の皆様に、

ご意見元二'協力頂きたい

ボイント
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令和3年度

令和2年度

令和元年度 20.0%(全国18位)

平成30年度 100%(全国46位)

14.3%(全国33位)

12.5%(全国27位)

入札案件にっきましては、徳島支部HPの「調達情報」に掲載されておりますので、団体の会報や会議の場で
周知にご協力いただきますようお願いします。

最終

評価 △



戦略的保険者機能関係:企画総務グルーブ

18.健康宣言事業所数
令和4年度
KP1目標

令和4年度
主な取組

健康宣言事業所数を560事業所以上とする

令和4年度
結果・課題
(全国比較)

・コロナ禍であることを鑑み、月に一度、市町村ごとに文書勧奨を実施。(約50併士/月)
・セミナーへの参加等による、連携協定先を巻き込んた宣言事業の訴求。(商工会議所主催の健康経営
推進委員会への参加等)

宣言事業所豐曳:604事業所(KP1達成率107.89'、0)
※前年より142社増加

令和5年度
KP1目標

宣言事業所数は前年+142社と、KP1目標を上回る結果となった。主なエントリー契機は、月に一度の文書

勧奨(64社エントリー)と、連携協定先である生命保険会社の勧奨(52社エントリ→によるものであり、この2
点には令和5年度も一定の効果が期待できる。

一方で、文書勧奨は年問3,153社送付のうち、64社エントリー=ヒツト率2.0%と芳しくなく、連携協定先と
は一部の協定先としか関係が築けていないなど、課題も多く残る結果となった。

令和5年度
課題解決の
ための取組

健康宣言事業所数を660事業所以上とする

「文書勧奨によるヒット率向上」に向け、事業所りストを整備し、属性(業態別味財莫別等)ごとこ効率的な文
書勧奨を実施する。(年2回以上)訪問勧奨も再開予定であり、これに関しても事業所りストを基に分析し、
効果的な対象先を抽出し行う。
連携協定先に対しては、まず上期に什窃会主催のセミナー・事業等への協力依束則を文書で送付するなど、
積極的な情¥尉是供を足掛かりに密接な関係構築・連携事業実施等を図る。

参考
過去実績
全国比較

議員の皆様に、

ご意見・ご協力頂きたい
ボイント 25

令和3年度 462事業所(納入告知書同封チラシ等の広報紙内で勧奨、訪問・電話勧奨)

令和2年度

令和元年度 226事業所(主に健保委員への勧奨、連携協定締結の保険会社による紹介)

平成30年度 180事業所(主に自主的なエントリー、保健師・管理栄蓋士による勧奨)

宣言後のアフターフォローに関しまして、徳島県内の中小企業様が「より積極的に健康づくりに取辧且みたい」
と思えるツール・手法等に苦慮しており、ご助言いただければ幸いです。

348事業所(主化連携協定締結の保険会社による紹介、広幸畔氏)

晨終

評価 ◎



基盤的保険者機能関係:企画総務グルーブ

19.全被保険者数に占める健康保険委員が委嘱されている事業所の被保険者数の割合

令和4年度
KP1目標

令和4年度
主な取組

全被保険者数に占める健康保険委員が委嘱されている事業所の被保険者数の割合を
57.5%以上とする

令和4年度
結果・課題
(全国比較)

・新規適用事業所に対する文書勧奨の実施(51事業所)

・健康宣言1ントリーの勧奨と併せた文書勧奨の実施(1,978事業所)
・健康保険委員が資格喪失した事業所への委員交代勧奨の実施(361事業所)
・支部長、業務部長による大規模事業所への訪問勧奨及び電話勧奨の実施(6事業所)

58.75%(全国16位

令和5年度
KP1目標

大規模事業所(被保険者数100名以上)のうち未委嘱事業所が27事業所、中規模事業所(被保険
者数50~99名)のうち未委嘱事業所が97事業所ある状況であり、文書勧奨の実施とあわせて、
支部長倍β長による訪問勧奨による委嘱拡大を行った。
<被保険者委嘱割合>
1-9人:フ.549,、0、 10-29人:35.619'0、 30-99人:60.759"0、 100-499人:88.289'0、 500人以上:1009、0

令和5年度
課題解決の
ための取組

全被保険者数に占める健康保険委員が委嘱されている事業所の被保険者数の割合を583%以上とする

参考
過去実績
全国比較

全国平均50.82ψ0)

,健康保険委員になることのメリットを感じていただくため、支音傍虫自チラシ(分析結果や上手な医療のか力町
方等を掲載)を作成し、積極的に情報提供を行う。

・事業所にっいての清報をまとめた事業所りストを活用しメ財莫や地域を絞った形で効率的に委嘱勧奨を行う。

議員の皆様に、

ご意見ーニ'協力頂きたい

、イント

26

令和3年度支部:58.30%

令和2年度支部:56.15%

令和元年度支部:54.84%

平成30年度支部:53.63%

健康保険委員の委嘱拡大を行うためには、亊業所に対してどぅいったアプローチをしていく必要があるのか、また、
どぅいったメリットがあれは委嘱いただけるのかアドバイスをお願いします。

ノ

最終
評価

全国15位・

全国15位・

全国11位・

全国 9位・

全国; 47.63%

◎

全国:45.169"0

全国:42.26ψ0

全国:39,54ψ0



企画総務グルーブ:事業総評と今後の事業課題

健康宣言事業所数については、主に協定先である民間保険会社

の協力と協会けんぽからの文書勧奨化より、更に数字を伸ぱす

ことができた。

今年度は、宣言事業所数の拡大に加え、宣言後の健康づくりの

質を高めるためのフォローアップ(セミナーや健康づくり講座

等)に注力していきたい。

ジエネリック医薬品使用割合については、大型LEDピジョン等

の不特定多数に対しての広報を実施してきたが、目に見える形

での使用割合向上は確認できていない。

今年度は、本部と連携を図りながら、対象を絞った形での医療

機関訪問や、通知事業を行い、しっかりと効果検証ができる取

組みを実施していきたい。

27



徳島支部事業進捗状況(KPI)

KP1項目内容

サービススタンダード達成率

現金給付等の申請に係る郵送化率

R5目標

柔道整復施術療養費の申請に占め

る、施術箇所3部位以上、かつ月

15日以上の施術の申請の割合

]00%

,SSはおおむね3営業日目に、

非SSの高療は定時分をンセプト到着の翌月末、

随時分は受村日から30E以内、

療蚕費は受付日からの14営業日以内に決裁する.

R5_主な取組項目(取組予定)

被扶養者資格の確認対象事業所か

らの確認妻の提出率

96.0%以上

靈話・窓口て,問合せのあった加入者に郵送での申請の勧奨を行う。

・毎月郵送化率を職員へ周知L意識の向上を図る.

,年末(11月)・年度末(1~2月)に任継セット(申請書・チラシ・ユ反

信用封筒)を官公庁・退職者の多い事業所に送付する。

社会保険診療報酬支払基金と合算

したレセプト点検の査定率(※)

0.47%以下

,柔整署責委員会の各委員(団体)へ3部位15三以上、部位転がしの傾

向のある施術所の情報提供を行い、給付適正化を図る。

面接確認委員会開催を国保連と共に呼び出しを実施する.

協会けんぽの再審査レセプト1件

当たりの査定額

94,0%以上
・一次締切後、未提出の大規模事業所に電話にて催告をし、本部催告後

に、多くの事業所へ電話にて依告を行う。

日本年金機構回収分も含めた資格

喪失後1か月以内の保険証回収率

年度

0,273%

以上

RI

4月

R2

100.0

R3

5月

100.0

R4

100.0

100,0

R5

6月

100.0

100.0

返納金債権(資格喪失後受診に係

るものに限る。)の回収率

年廣

100_0

100.0

100.0

・経験の浅い点検員を対叡に、ペテラン点検員による講舞を実怖する。

・点検員ごとに点検の傾向を分析レ、参考となる資料を配布する。

・四国支部合同での研修会を開催」、点検員のスキルアップと

支部問差異の解消に取り組む。

5,33]円

以上

7月

100,0

RI

100.0

4月

100.0

R2

100.0

100.0

KP1の推移

75,6

8月

100,0

R3

100.0

5月

799

100.0

100,0

R4

79.0

87.6

9月

100.0

100.0

R5

6月

868

1000

87.0

100.0

年座

79_0

100.0

10月

918

93.1

91.99%

以上

100.0

RI

7月

86.フ

100.0

88.フ

100.0

4月

78.フ

R2

t1月

91.0

100.0

100.0

928

0.76

85.0

8月

R3

100.0

893

100.0

・年金機柵回収登録分の保険証をチ正ツケL、未壹録のものがあっ力場

合は、緑'J返し年金機構に正確な入力を求めていく。

・年2回本部より提供される保険証朱回収事業所データを基に、訪問、

雷話、通知による勧奨を行う.

0.68

5月

フフ.フ

1?月

91.6

100.0

R4

100.0

0.75

0_78

100.0

9月

89.?

89.3

R5

100.0

6月

09]

0.54

78.4

100.0

年廣

902

1月

1000

0,62

0.66

10月

055

89.9

68.5?%

以上

100.0

90.8

100.0

RI

了月

08?

79.4

0.60

902

2月

1000

100.0

4月

OB4

R2

0.51

11月

89.フ

100.0

91,6

100.0

8月

0,9?

R3

0.38

80.2

89.フ

3月

100_0

5月

100.0

0.75

・25.0山円以上の債権にウいては、籾回通知前仁電話による説明(保険

者問調整等〕を行う。雷話番号不明者や、催告無反応者に0いては、早

期に訪問催告を行う。

0_65

12月

100.0

R4

90.3

94.9

100_0

080

9月

031

18.0

R5

895

100.0

6月

0.81

100_0

累計

年度

0.55

直近

現状評価

892

1月

94_6

100.0

10月

100.0

0.75

0.48

γ9.1

908

RI

7月

100.0

0,64

100.0

0.46

4月

2月

90.3

94,9

R2

Ⅱ月

0,76

0.293

100.0

0.ι4

80.6

90.ι

8月

R3

0,73

0_48

0.ι19

5月

3月

100.0

89.8

93、4

12月

◎目標達成

見込

R4

0.27ι

0.フフ

0.31

了8.フ

0.359

90.0

100.0

9月

065

R5

0.39

0,336

6月

89,フ

0.278

94.0

年度

累計

1月

0.66

0.292

0.69

0.325

88.9

10月

0.?66

0.66

78.フ

0.38

RI

0.308

7月

0,271

93.8

4月

0.295

2月

0.71

88.0

0.ι9

R2

0280

Ⅱ月

4.290

0.53

0.304

90,1

0.5ι

8月

R3

027フ

668

5月

6.399

3月

0.47

0.308

91.9

0.28了

0.52

12月

R4

5.027

0.51

8.363

037

0.298

93.0

0275

9月

X目標未達

R5

6月

5,965

057

五.966

0.298

0.40

0214

累計

年度

1月

63.0

4,924

69.4

6,215

0.41

10月

0.?97

5,556

0275

0.69

68.6

RI

5,434

7月

0294

6,17フ

0,36

0_213

4月

0.74

2月

5,258

82.8

R2

5,611

0.?9E

Ⅱ月

94.騎

0259

0,52

フフ.0

5.769

8月

0.292

R3

6,012

0.260

94.69

5月

3月

85.4

5.187

0.47

5,34了

12月

◎目標達成

見込

R4

0.?97

0268

94.73

912

93.49

83.フ

6.456

0.55

9月

5,948

0.288

R5

0255

95.33

6月

4,823

92.5

93,50

92.フ

累計

5.363

年度

0.287

1月

0267

94.79

92 82

91.0

10月

9?.24

6.347

0,285

6.114

C 252

912

RI

9573

J月

ι,541

93,11

94.1

5,461

0.290

4月

94.74

g2_フ

2月

0267

R2

92.43

6,1?6

11月

27.30

0.286

5,594

0.263

95.84

92.4

8月

92,34

R3

4.730

5,160

◎目標達成

見込(計画

通り)

5月

0.291

3月

0263

9479

6.56

94.1

92.31

12月

R4

6.0?1

5,951

0.287

36.90

ι?71

0.260

95.98

92,28

9月

4,597

R5

5.115

0.?87

6月

8.16

0263

95.04

38?

92.18

累計

5,740

1月

48.41

5.714

0259

?3.40

10月

96.14

10.04

4,687

0.287

9189

5.051

7月

U50

95,04

0273

6.35

91.99

0.287

5,79ι

2月

64.67

5,573

96.33

13.87

11月

91,33

4.559

0.259

5,053

8月

16.68

20.70

9502

92.18

6.097

5,416

3月

0.273

64,66

15.13

12月

▲対応要検

96,3子

93.31

4.557

5.189

0.266

9月

18'78

24.23

94,50

92、13

6.097

5.293

68.96

17_51

96.31

1月

9306

10月

5.Ⅱ4

3ι.呂8

94'57

4,557

19.詩

91.47

6894

5.331

22.06

6,097

963了

2月

卯念7

35.?フ

11月

25.44

9484

91.61

5,114

5755

39.69

◎目標達成

見込(計画

通り)

9620

9?57

3月

5,331

12月

4g.38

33.19

95.70

91.37

5,556

53,67

40_39

95.68

9?.33

票計

49.71

1月

45,54

91.11

95.70

5887

43.81

91.99

95,68

47.58

2月

43.58

61.ι7

91」1

5孑 61

91.99

49.?6

3月

ι2.02

◎目標達成

見込

6521

9224

6020

49.60

45.13

累計

81.48

6521

卵52

49.60

81,48

◎目標達成

見込(計画

通り)68.52

10.04

28
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徳島支部事業進捗状況(KPI)

KP1項目内容

生活習慣病予防健診実施率

(40歳以上)

事業者健診データ取得率

R5目標

被扶養者の特定健診実施率

58_1%以上

被保険者の特定保健指導の実施牢

R5_主な取組項目(取組予定)

健診機関が行う検診車会場への効果的謡導

健診実施接間による受診勧奨業務

宣言事業所の受診五向上

18J%以士

被扶養者の特定保健指導の実施率

・市年庶等捉供実蹟に墓づき、事業所へタイムリーに依頼

耒捉供事撞所への効果的な勧呈

新スキームの推進

受診勧奨後3か月以内に医療機関

を受診Lた者の割合

36J%以上

ジェネリック医薬品使用割合

裟医科、 DPC、調剤、歯科にお

ける使用割合

・がん検診との同時実施を、受診券送付や実施時鯛に応じたDMで勧奨

・方ブション付き無料健診の実施(夏・冬)

380%以上

,紐年未利用事業所<、保催指導専門機閏による指導を実施

, WEB指堪の運用継毓と拡大

・健診当ヨ保健指導が実施できる委託機閏を拡大

地域の医療提供体制等への働きか

けや医療保険制度に係る意見発信

19.B%以上

一般鏡争入札に占める一者応札の

割合

※契約日ペース

集臣健診当目拒導の実施可能な機闇への実施体制づくり支援

,集団健診実施機閏との効果的な連携

131%以上

年庶

RI

4月

R2

①【本人】文書勣曼(拠点多数でTEL勧奨X) TEL勧畢(外部委託)

②【本人】重症域者への立害勧呈テータ

重症化"末治倭者"●年塵受診.二次勧量システム壷録分

R4:フ75%以上

R5:肋%以上

3.5%

R3

2,9%

R4

5月

3.フ%

8.4%

R5

37%

6.2%

健康宣言事業所数

6月

RI

8.1%

138%

広報活動弛化による利用促進バス側血広告(3台)、デノ'"サイトン'等

(以下は、供給状況を踏まえウつ主施を剌断〕

軽裁額通知対象の中で末切替者<の勧奨・医療機関

藁局へ訪問L、推進

R2

86%

Ⅱ0%

7月

R3

0,1%

134%

1宮3%

R4

0.4%

142%

15.3%

KP1の推移

R5

0.1%

8月

2、1%

?1.フ%

17.フ%

年匿

1.0%

09%

18.6%

18.8%

全被保険者数に占める健康保険委

員が委嘱されている事業所の被保

険者数の割合

0.9%

RI

9月

医療データを;舌用L、効率・劫果的な医痔捉供体制桶築に向けた意見発信を尖

施する。(例年3月に徳島西部地域医捷構想会窪開催)

35%

21.0%

?5'8%

15%

R?

2.4%

222%

228%

20%以下

R3

1.1%

1.4%

10月

ι念%

25.2%

R4

0.8%

3n.6%

22%

3.5%

R5

0.8%

26了%

28.2%

2.フ%

U月

1.0%

50%

30.2%

35.2%

過去の情報を参照L他Gへ駅達起案の早期捉出を促す。

過去事跡を寺考に当方から事業所へアプローチ寺力ける。

一者とな.た場合、アンケート寺配布L意曼を集約する。

他支部と入札参加岩の情報共有を行レ応札率を南げる.

3.2%

RI

51%

1.8%

31.6%

33.1%

R2

3.6%

3.1巽

12月

20%

5,0%

R3

35.1%

3.1%

胸3%

2.2%

40%

R4

25%

5.5%

2.9%

36.5%

37.フ%

5.6%

4.0%

660事業所

R5

2.6%

3.4%

1月

5,了%

39.9%

54%

42.9%

3.6%

52%

2.フ%

6.?%

4.フ%

ι.フ%

RI

41.5%

企画

企画

保健

保健

保偲

業璃

業務

41.2%

83%

5.ユ%

5.ι%

2月

5.3%

R2

孑、8%

43.8%

フ.4%

52%

46.8%

6.1%

49%

R3

0.フ%

80%

64%

(上朋)毎月立書勧奨

連楙協定に茎づき、保険会社等による立書勧奨先1リアへの訪問勧奨の実施

保健指導者による訪間叶勧奨

新適事業所への文書勧奨(健診案内に同封)

升口・アプブ事案(健康講座の捉供)

事業所島て送付物の機会をとらえ、勧奨

社保協会主催等,外部研惚会で勧奨

6.2%

U,8%

455%

99%

6.0%

1.3%

フ.フ%

72%

3月

8.1%

47.9%

9.9%

50.4%

75%

70%

0,9%

78%

Rι:57_5%以上

R5 ' 5月.3%以上

(支部独自目標:

58.75%以上)

4.1艷

9.6%

1,1%

8.5%

49.3%

49.5%

8.0%

13.8%

10.6%

6.4%

114%

28%

10,3%

RI

2.6%

117%

Ⅱ.2%

51.0%

累計

フ.9%

109%

2.9%

9.8%

直近

現状評価

R2

5.1%

13.5%

8,5%

50.4%

161%

53.9%

91%

1?.8%

R3

8.1%

3.」%

11 了%

15.0%

14 1%

14.ι%

49.5%

R4

11.フ%

9.1%

ι.0%

124%

16.0%

52%

51.0%

93%

R5

9.8%

178%

929%

10.5%

17ι%

15.5%

3.1%

13.フ%

53.9%

9,9%

12.70%

15.8%

17.5%

139%

102%

15,8%

0前年並み

に推移

5,6%

RI

8.5%

10,6%

5ι%

18.1%

951%

.納入告知書やホームページ等で加入勧奨を実施

・健康官百事業所エントリーと同叶勧量を実施

10.3%

18.8%

R?

1?3%

20.3%

玲」%

4.フ%

4月

188%

U.0%

」8.フ%

10.9%

R3

16.4%

66.3

61%

13.フ%

120%

19.3%

8.0%

14.3%

R4

22_9%

70.6

15.8%

コ0.6%

22.3%

フ.9%

12_0%

5月

R5

21_5%

73.8

21」%

12.3%

191%

10了%

66.3

21'8%

73,5

14.6%

92%

15.8%

10.9%

25.5%

70.?

1024%

?3.0%

24_9%

14,1%

0前年並み

に推移

6月

23.5%

11,5%

24.9%

73.9

1162%

217%

10,9%

663

17,1%

25.8%

子37

98%

933%

累計

160%

70 ι

14.フ%

26.0%

279%

11 5%

7月

25_8%

25.5%

737

114%

2ι.3%

664

19,6%

24.9%

136

16.0%

99%

70.6

2含7%

25.8%

15.3%

8月

29.フ%

105%

73.3

26_フ%

2了.9%

111%

66,6

29

22,8%

10.1%

0前年並み

に推移

子3.4

16.?%

712

10_21%

15.4%

30.9%

9月

10.8%

73.4

10,65%

12.0%

28.9%

61,0

102%

29.フ%

了38

8.90%

16.2%

71_5

15,4%

22,8%

10月

11.1%

732

12,1%

309%

6了.8

On

102%

13.8

16_5%

28.9%

72.3

0/1

15.4%

11月

10.5%

0前年並み

に推移

739

0/1

12.1%

68.9

14.4

19.8%

729

10.2%

9.60%

12月

10.1%

7ι.0

10,50%

15.4%

691

751

12.1%

8.45%

733

R

13

19.8%

1月

9.9%

1

739

11月

13

69.8

0前年並み

に推移

75.フ

1?

73.4

13

2月

36

73.8

9.9%

9.60%

12月

26

子0.3

10.50%

R5

75.?

19

739

8.45%

3月

7ι.1

RI

9.85%

1月

103

612

755

R2

8.50%

'対応要検

討

73.8

4月

R3

73.8

648

R4

70.3%

5阿

R5

73.8%

13

73.8%

20

3月

0/1

755%

6月

0/0

53,65

0川

54.82

X目標未達

7月

56.47

58.を7

8月

0前年並み

に推移

9月

213

53.君5

316

20.0%

55.76

440

12.5%

10月

56.81

575

14.2%

55.23

25.0%

11月

0前年並み

に推移

0.0%

12月

57

54.63

109

56.13

118

1月

58,17

142

53.13

2月

◎目標達成

見込(計画

通り)235

訓4

3月

462

54.84

604

56,15

648

5830

58.75

54.B4

56.15

53.30

58.了5

◎目標達成

見込

0,00

1

%

%ι」

2

2

1

2

1

0

0

1

明

1

1

1

0

1

0

0

0

0/0

0

0

0ノ0

0

0

0/0

0

2/0

0

0/0

0

0

0ノ0

0

0/0

8

U

1ノ0

皐

0

2/0

0

1

5

0

U

1

5

0

0

2

0ノ0

6

0

3

532

1ノ0

6

0

0

ι43

1ノ0

W

0

1/0

3

ユ64

5

0

722

1/0

9

0

406

0

633

1/0

0

9

0/0

5

164

0

扣

222

0/0

Ⅱ

0

395

0

133

2ノ1

1

0

0ノ0

4

950

6

0

612

玲

1ノ0

095

0

0

523

2ノ1

巧

0

1ノ0

944

1

3

5

0

0ノ0

585

0

0

0

2/1

0

0/0

4

0

5

80?

1

1R

5

0ノ0

0

992

2R

5

0ノ0

0

8

3R

934

N

40ユ

9

4

965

182

論

5

2ノ1

a24

了

開

2

102

0

2/1

465

862

1R

1ノ0

2R

404

1

1

791

3R

955

0

362

4R

993

3

5R

981

J

535

45ユ

3

1R

683

1

281

2R

005

8

14?

3R

063

4R

181

184

5R

8ユ2

743

964

R

3R

4R

保
健

企
画
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支部医療費適正化等予算

令和4年度支部保険者機能強化予算
(執行実績)

医療費適正化対策経費

分野

医療費適正化対策経費計

広報・意見発信経費

広報・意見発信経費計

合計

企画部門

業務部門

支部保健事業予算

広報・意見発信経費(紙媒体による広報)

広報・意見発信経費(その他の広報)

区分

健診経費

分野

497%

22.4%

健診経費計

2,255

予算額

事業者健診の結果データの取得

集団健診

健診推進経費

健診受診勧奨等経費

409

600

192

執行額

保健指導経費

1,009

区分

単位:千円

470%

2β16

5,682

2,255

執行率

中間評価時の血液検査費

医師謝金

101

8,498

0.0%

16,8%

保健指導経費計

845

9,507

27,680

4,220

保健指導用パンフレット作成等経費

保健指導用事務用品費(測定用機器類等

保健指導用図書購入費

35.1%

重症化予防事業経費

10.0%

5,065

予算額

30.0%

5,166

重症化予防事業経費計

0

84.0%

74.3%

6,910

5,913

2β98

3,392

コラボヘルス事業経費

保健指導推進経費

保健指導利用勧奨経費

59.6%

コラボヘルス事業経費計

執行額

543%

その他の経費

0

2,784

3β02

399

1,831

その他の経費計

未治療者受診勧奨

84.0%

18,613

執行率

合計

重症化予防対策

264

フフ

300

150

55

400

403%

64.3%

16.6%

54.0%

コラボヘルス事業

8,816

30

その他の保健事業

13,022

0.0%

47.4%

00%

38%

0.0%

547%

47%

78.2%

0.0%

32.0%275

1,521

2,167

2,501

88

312

4,668

1,078

561

2,686

2,686

20,5%

1,639

192

0
-

0
 
0

0
 
4
 
3

伯
 
0
 
6
 
、
 
7
 
-
船



ii鼻421'.{乢い
ユ^ー、ー 式、P.1MI1型・、11迷i;.'、.'

ー"'ニ^'・

乢、 重魯ミ芋〒繍い」・f;,,一亨牟、、き゛'念'{^',、エ.'虹、:,、1.・、';ι";,^、姦1;裁:・"、蚤;,・Jg,,ぜ,斗"6;;゛'^誠"点絵",,,井li'L",,.、ιΥ、1、',>:'.゛く

支部の運営状況(2022年度)

、1ゞ・ト進誕§^1^
、・、・1'・・・'・,逃翁*翻

被保険者数①

159,836 人(

うち任意継続被保険者数

2,252 人(

3,332

!・ーく,.."・と、fX翫'膨二延詠1鯵

,、"加"'慈峡.・.
妙'グ.f匙謹工J男、'・御鵜"

"・、・1イシ尾一泳ゞ訂,11諺1藤1,聖'゛1-',・',・が・,"、'・'鹸,,.、
、.・."'1・'・" 1、4ゞ、{ユ.・."ゞ,11.'゛it知ケミ・1・1輩占二"

被扶養者数②

94999

加入者数

[地域差分]

[ 0 ]

加入者計(①+②)

254β35 人

常勤職員

健康保険証

164,249

人

51,フ79 件

高額療養費

2、328

人)

高額査定通知

フ,613

99,749

人)

263,998

資格点検

件

高齢受給者証

人)

75

15,543 ケ所(

標準報酬総額

高額医療費貸付件数

24

件

事業所数

1,507

人)

傷病手当金

3,944 件

被保険者

生活習慣病予防健診(受診率)

57β26 件( 539%)

617,517 百万円(

ターンアラウンド通知

人

[的7]

円

15β68

31

被保険者(特定保健指導X実施率)

実綾評価初回面談
、

盟

48,000 百万円(

"

16

6,166

、

内容点検

件

契約職員

15,398 ケ所

保険給付費

1

4,フ75 件(36 5%)

・1人当たり糖尿病外来医療費を10年後の全国平均に近づける

件

限度額適用認定証繹度末現在有効劃

出産育児一時金

件

・受診率向上を目的とした、自己負担無料の特定健診(集団健診)の実施
・健診機関による、未治療者への受診勧奨の実施

433

611,951 百万円)

^

9,600

医療費通知(インターネット)

J

3,フ75 件 (28.θ郭)

肋口入者の健度の向上】
・1CT活用による特定保健指導実施機会の拡大
・がん検診と特定催診の同時実施
・健康事業所宜言の普及拡大及び健康づくりの取組のフォローアップ

・OKDりスク該当者への受診勧奨
【医療等の質や効率性の向上】
・地域医療構想調整会議、国保運営協議会、保険者協幾会等での意見発信

【医療費等の適正化】
・柔道整復施術療養費の給付適正化のため、より多くの患者照会の実施
・多受診者、多剤服藁者への適正化を促す文書通知
・保険証宋返紬が多い事業所への文喜通知

りくス車体側面広告、デジタルサイネージ、病院ガイド裏表紙等によるジエネリック医薬品使用促進広告の実
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